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編集後記 

 

▶最近はコロナ関連の報道も落ち着き，各地で夏祭りや旅行など活気のある報道が増えている．

先日，県学会が催されたが，ハイフレックス形式での開催であったのにもかかわらず，対面参

加者が圧倒的に多かった．やはり，対面での学会参加はその場でしかできないディスカッショ

ンがあり，実りが多い．研究内容はこうやって研ぎ澄まされていくものだと感じた．本号も原

著論文 7 編，実践報告 9 編とユニークな研究課題が並ぶ．それぞれがコロナ禍でディスカッシ

ョンもしにくい環境の中，地道に達成した成果だと思うと，尊敬の念に堪えない．今後も益々

研究を発展させ，学術誌『作業療法』に多くの貴重な報告が並ぶことを期待する． （S・K） 

 

▶最近，『わかりやすい省察的実践─実践・学び・研究をつなぐために─』（三輪建二，医学書

院，2023）という書籍を読みました．この本では作業療法士のように人と関わることを専門と

する職業を「対人関係専門職」として，臨床での実践を省察し学び続けていくことの重要性を

説いています．また，臨床での問題解決に対し，知識や技術のハウツー的な「適用」ではなく，

実践を踏まえた職業観の「根底」にあるものの「振り返り」（省察）が専門性を高めると述べて

います．日頃の自分の臨床における実践を「作業療法観」まで落とし込んで十分に省察できて

いたかどうか考えさせられました．省察的な論文のまとめ方も解説されていますので，ぜひご

一読ください．                                                              （H・M） 


